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県内の高校入試の面接の中で、「中学校と高校の

違いは何だと思いますか。」とF・5われることがあり

ます。た<さんの違いがありますが、私は高校は自

分で選んだ道 (学校)だと言うことではないかと思

います。中学校卒業は、人生初めての岐路です。自

立への覚悟をもち「いざ、勝負 !」 と言う気持ちを

もつて入試に臨まなければなりません。自立とは、

辞書によると「 lJeの援助や支配を受けず自分の力で

身を立てること。ひとりだち」と言うことです。し

かし実際は「自分ができないこと、助けてほしいこ

とを、素直に他人に言えること」ではないでしょう

か。だからこそ子どもたちにはたくさんの経験をレ

て欲しいと強<願つています。成功と失敗を繰り返

し、「自分にできること、できないこと」を理解す

ることが大切です。その中で、他の支援を受けなが

ら、自分を高めてい<ことが自立と言うことではな

いでしょうか。本年度、学校では、何事にも「はい、

喜んで」という意欲と当事者意識をもって取り組ま

見せるよい機会となります。開級式では、本校の

菊池教頭先生 (美術の先生です。)の講話を聴きまし

た。ピカソの「泣<女」等を題材に「多様性」に

ついて学びました。これからの社会は、多様性を

理解し、お互いを生かすことがとても大切です。

企業においてもダイバーシティ (人材の多様性)

と言われ重要視されています。まず、私たち大人

が偏見なく、公平性、客観性をもち、子どもに伝

えなければならないと感じたところです。

今年も学級長の橋□さんを中lbにいろいろな計

画が立てられています。まずは、県立美術館ヘピ

カソを見に行きましょう !何が素晴らしいのかは

菊池教頭先生に聞いてみて<ださい。

手第4回幼小中含同「御田の里」

]に向けて頑張つています !

5月 26日 (日 )に第 4回幼小中含同運動会を
開催 します。 4月 24日に幼小中の子どもたち全
員で結団式を行いました。初めての 5月開催で準

備、練習に戸惑うことも多くありますが、当日は

昨年以上の運動会にしようと練習に頑張つていま

す。どうぞご理解、ご支援をよろし<お甲ぃ |｀た

※ JUStt DO IT は、やるしかない :という意味ですょ

本校をお子様が卒業され

た黒本延幸さんと展子さん

ご夫妻から本年度も図書券

を寄贈していただきました。

西郷中の子どもたちに本を

読んで欲しいという強い思いから38年間、総額
100万円になつたそうです。学校の図書館には、
「黒本文庫」というコーす―を設置しています。

子どもたちには、 1冊でも多くの本を読んで欲し

いと思います。

黒木ご夫妻のおlb遣いに感謝の気持ちで一杯で

す。ありがとうございました。

団 長  丼上 智夢 さん 副団長 岩原 樹莉 さん
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せます。どうぞ、ご理解ζご支援をお願いします。

5月 9日に家庭教育学級

の開級式を行いました。家

庭教育学級は、子育てに関

する様々な考え方を知り、子どもに


